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鬼は外！福は内！

　

お
正
月
が
過
ぎ
、
は
や
2
月
3

日
に
は
節
分
を
迎
え
ま
し
た
。
一

般
的
に
は
、
立
春
の
前
日
が
節
分

と
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
節
分
は
、

邪
気
を
払
い
、
無
病
息
災
を
願
う

た
め
に
豆
ま
き
や
恵
方
巻
を
食
べ

る
行
事
を
行
い
ま
す
。
鬼(

邪)

を

追
い
払
い
、
福
を
内
に
入
れ
る
日

本
の
古
き
良
き
文
化
で
す
。

　

当
社
は
２
０
２
４
年
に
創
業
１

４
０
周
年
を
迎
え
る
、
い
わ
ゆ
る

「
老
舗
企
業
」
で
す
。
現
在
の
社
会

で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
が

目
覚
ま
し
く
、
加
え
て
社
会
情
勢

も
慌
た
だ
し
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
さ
し
く
変
化
真
っ
た

だ
中
に
あ
る
時
代
で
胡
坐
を
か
い

て
い
る
と
変
革
の
流
れ
に
取
り
残

さ
れ
兼
ね
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
今

ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
伝
統
に

は
、
先
人
の
知
恵
が
多
分
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
知
識
を
吸

収
し
つ
つ
、
日
本
の
伝
統
も
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
今
後
も
よ
り
良

い
も
の
づ
く
り
を
続
け
ま
す
。

佐々木常務のひとこと

　当社の営業を担当する社員へは、自戒を射込めて『報

連相＝Communication』を毎回お願い致して居ります

が、会社・仕事だけでなく、家庭・夫婦・親子でも（思

いやりと会話 = 意思疎通）が極めて重要と考えて居り

ます。勿論、内容も大切ですが、電話や顔を見合わせ

ての会話はたとえ他愛無いもので有っても、組織・社

会の中では、最も根本的な【基本】と考えて居ります。

思い込み、希望的観測より直接の確認がミスを無くす

近道とつくづく感じて居ります。

　

高
知
で
の
ワ
イ
ン
造
り
4
シ
ー
ズ
ン

目
が
始
ま
り
ま
し
た
！
２
０
１
２
年
の

葡
萄
栽
培
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
早
い
も
の

で
12
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
い
ろ

い
ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
２
０

２
３
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
が
花
開

い
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
日
本
ワ
イ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
正
光
園
シ
ャ
ル
ド

ネ
２
０
２
２
」
入
賞
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
ア

ワ
ー
ド
三
ツ
星
獲
得
、
山
北
み
か
ん
ワ

イ
ン
が
高
知
県
地
場
産
業
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
思
い
が
け
ず
嬉
し
い
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
県
民
に
末
永
く
愛
さ

れ
る
地
酒
を
目
標
に
今
年
も
栽
培
・
醸

造
に
お
い
て
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
真

剣
に
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
２
０

２
４
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
は
心
が
ウ
キ
ウ
キ

し
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ワ
イ
ン
を
皆
様
に
お

届
け
で
き
る
よ
う
皆
で
頑
張
り
ま
す
！

　

井上のお石灰な話 土佐石灰の歴史 編

　美濃屋忠左衛門と太和屋三衛門は、 奉行所へ石灰を用いた商売の

許可を求める願いの書を提出した後に、 掘削する許可を求めて土地

の権利者への歎願やその土地の調査をしました。 幾多の困難を乗り

越え、 1730 年 ( 享保 5 年 ) にようやく願意が聞き入れられ、 土佐

石灰の歴史が幕拓くこととなります。

　当時、 石灰石は割れやすいため建築物などの活用も出来ず、 まさ

しく掘削作業中に出てくる厄介な屑石という位置付けでした。 その屑

石を使用して商売をするというのだから奇異な目で見られたことでしょ

う。 けれども、 村が持て余した 「屑石」 は、 現在では優良な土佐石

灰へとつながっているのですから未来はわからないものですね。

ぼ
ち
ぼ
ち
か
ま
え
よ
う
か
ね
え
！

土
佐
の
方
言
紹
介

「
か
ま
え
る
」

　

【
用
意
や
準
備
す
る
】
の
意
。

　

「
出
か
け
る
き
、
早
う
か
ま
え
ち
ょ

き
ー
」
「
料
理
か
ま
え
た
き
、
食
べ
て

い
き
や
」
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

家
族
や
友
人
な
ど
親
し
い
人
に
気
軽

に
話
す
時
に
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
標

準
語
の

「
構
え
る
」
と
い
う
言
葉
と

は
意
味
が
違
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
意

味
が
違
う
使
い
方
を
す
る
土
佐
弁
も

多
い
の
で
わ
か
り
に
く
い
で
す
ね
。
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